
Ⅰ　はじめに

1965010038.TIF

中国の政治過程に関する覚え書

I はじめに

いわゆる中ソ論争の過程において， 中間側は，

「、r連lこit敵対階級と附級闘争が存京一γるJ(.) l' 

ことを公然と指摘するにし、たった。 ソ連における

敵対階阪の発生i士、 すでにスターリン時代にその

崩芽をみうるとされるものの，革命後50年を経た

ソ：車におL、て，「階級分化がますます激し tな＇, －ご

いる」といった事態を， し、ったいし、かに解すべき

でふろうえJI。

竺の点につu、て， 中間共産党はマルクス・レー

ニン主義の認識論の立場から一つの解答を与えて

：ι。十なわち社会主義社会仁おし、ても矛盾が存

在し，したがって階級闘争が存在すること。社会

主義社会におけろ矛盾には， 敵味方の間の矛f百｛土

ともに人民内部にも矛盾があり， しかも人民内部

門矛盾が、一定の条件の ι とでは敵味~ljの間の矛

盾に転化すること。 このような見地からするとき

は，社会主義国であるソ連において， ある条イ牛山

もとで「新しいブルジョア分子がたくさん生まれ

ており， 階級分化がますます激しくなっていノリ

2）としても，慌しむにたりたいかもしれないr

しかし他方では， スターリン時代における「覚

白身の権力機関への変質Jを重く見る立＃）jからは，

「そもそも，史的唯物論のライトモチーつは， 民

衆二そか， fことえがれら自身自覚してレなくてι、

生産力の発展という客観的なかたちで歴史の決定

要問であるとU、う尽に主〉川 このような意味にわ
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いて， それは歴史における進歩の立場に立ちえた

とみられるが， それが保守化 j→るといろことは’

社会主義のもとでも非常の際を除いては権カ即民

衆，指、宇F司 ri・

想、はすなわち民衆の思想、であると L、う論理が妥当

Lないことを示すものJ（註 3）といった見解カ1提起

され，中国側が主張するようなマルクス・レーニ

〉主義の認識論の理解そのものに疑問をなげかけ

ているようにみえる。

とこ人で中｜刊では， 上述したようなマルクス・

レーニン主義の認識論の見地から， 党自身の権力

機関への変質， 指導肴と大衆との遊離といった現

象を阻止し， 社会主義社会における諾矛盾を1E令し

く解決して共産主義社会への移行を可能ならしめ

るために，諸種の手段カAとられているつ政fr,の側

面についてのみし、うならば（経済の側面はここで

. :・t一応視野の外におきたか〉，整嵐運動や社会j十一義

教育運動等の政治思想、工作の不断の展開と， 党の

活動ゎ根本原則としての［大衆路線j，党および政

府機関等の組織原則としての「民主集中制Jの採

用等がそれである。そこで問題は， Zうした手段

がはたしてソ連においてみられるような党および

指導者たちの陀i'K.変質をよく阻止しうるか土い

うことである、

この問題に答えるためには，一つには7 ルクス・

しーニJ主義の認識論の立場かんするいっそろの

究明が必要であろう。そしてそれは，先にソ連研

究者上り出されていろ疑問にもト分に答え今るも



のでなければならなし、であろう。 しかしこれとは

別に，わたくしは政治過程論（機能分析の立場にた

つものとしての）よりする政治の論理の追究がなさ

れなければならないのではなし、かと考える。それ

というのも， 上述した社会主義社会における権力

の堕落を防止するための諸手段は， マルクス・レ

ーニン主義の認識論にその理論的根拠が求められ

ており， したがって原理的には，それらはソ連に

も存在したはずである。それにもかかわらず，こ

うした現象がソ連に発生したことの理由としてま

ず考えられるのは， 要するにそうした現象を防止

する手段なり装置なりが存在するとし、うことと，

それが現実にうまく作動することとは別どという

ことである。しかも， そうした手段が予期された

効呆を示すか否かは， いわば政治に岡有な論理！の

わく組みのなかで判断されなければならなし、ので

はなかろうか。このことはたとえば， 中l通共産党

がスターリンの犯した誤りのうち， 原則的な誤り

と具体的な仕事の中での誤りのあることを指摘し

ているのも（けれ（それぞれがや，uとさすかは必ずしもtVJ

らかでないが），認識論の見地とは7Jljに，政治過訟を

それとして考察しなければならないことを示唆す

るものではあるまいか。

またそれとは別に， つとに政治過程論の見地か

ら，「社会主義が体制化の途を歩みはじめたとき，

体制化はまた保守化をも意味する」（IL5 Jといった

命題が， なかば自明のこととして受けとられてし、

る。そしてそれに対する説明は， 主として組織と

イヂオロギー， または組織化の過程と象徴過程と

いった視角からなされている。ここでもまた， 認

織論とはりljの視角からのアブ。ローチが要請されて

いるものと考えなければなるまし、。 というのも，

そιそも組織論が立誠にI：るのは、 l認識の子段と

しての「階級」と情動的用法における象徴操作が

[,(751］される段階においてであるとされるからであ

るf116）。

しかしこのようにし、うことは， 二つの見地が切

りはなされたままでよいということを言わんとす

るものでは， けっしてない。また事実，この二つ

の見地を厳密に区別することは， それが可能であ

るとしても，きわめて困難なことであろう。そうで

はなくて， ここでは政治過程論からする独自のア

7。ローチが必要であることを示唆すれば足りる。

小稿は，このような問題関心に基づいて， 政治

過程論の立場から中国の政治過程の素描を試みる

ものである。したがって， 中国の政治過程におけ

る諸種の機能についての具体的な分析は， きわめ

て不十分なものといわなければならない。むしろ

小稿は， 中国における政治的な諸現象の統一的な

把握をめざすものである。

Ci:!: 1 ) 1フノレシチョブ J）エセ共産主義とその日t:W

史 i'i'-J~ ，；Jl[J ，仁｜ヒ）j,; 週械』， No. 29, 1964'4'-0 

( il: 2 ) C/J: 1〕に同じ。

U¥:3) 決1付，rn（，「歴史としての斗：ソ ，，（，； ？？」，『um
cl)J'日，；（，；Jj, 1964>!'-lOJ1 ~} 。

Cil: 4 ) 「スターりンIHJ：出について」，『北！；O,t;!W』，

No. 9, l963＞！九

( ii:二5) 永｝＼：［＞弘之助，「JJl代政治とイデオロ iー」，

『μ忽』， 1958年第 4 ~子。

(il:6) 石川 HI，『J'lJ代組織ぷ』，む波l号店， 1961

i十：， 21ベーシ。

II 政治過程の意義

政治過程を仮に，政治的決定をめぐる相互作用

のシステムないしは過程と定義しておこう〔注7）。

もとよりこの定義は， 政治過程が既存の政府機構

の｜人j却におし、て形成かつ執行される立法と行政の

過挫のみを意味するものではなく， およそ政策決

定i品程（1川 li,・y-mal、旧日 pro同州）とよばれるものにか

かわる， より広義の概念として使用するものであ
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くJしと l上L、ぅ t：／）山 政治過程とし、う e--i艇の｝J＞広

内海は必すしも：:I: , ＇きりしな L。 でこで；本稿でL‘

う政治過程のおよその輪郭をよjミす必妥があろう 3

本稿はもとより政治j盈佐一般に J パ‘ C，；命仁上うと

十るものではi('、が． rti if~ 山政治過程の分析はこ

こ℃ボされる枠組の中でなされるr

主寸、 ll. E仰いー)J] J ）人力• i'l 'i 7 J (I）凶ょむi8: i二子

がかり企求める乙政治過程はこう Lfニド｜ょにに上る

/fi'¥f宗，／)_i品名iととえこも！仁いであん.，，川 ’〉七；），

/41 H文i台的コミュニケーンョン（politicalcom 

11,, ... 1，り11)

リ /l 'i ）］ 機能

(5) 法令の作成「rulemaking) 

(6) 法令び）透rH( rule application) 

(7) 法令円寄ft(rule adjudicatiり11)

政治過程に「討すど〉仮説を提示するまえに， 主主少

II長んれておかleければなん t( ,, 、j"f干の問題に守 ＞＇. ι

C, f}, 1，・筒lj'i.（二；，え別して J》くい

J:[l1）政治体制方、統ftと適応ぴ）機能を来／二 L C ＇.、べ 王ず政治体；HI]1と｛也のシステムかん区別宇るH¥J

はあ 1,.', ｛本店lj内 Eたは周聞か，，山入力をtl¥力に事［； 店内 これは i政治Jなし、しは「政治学一！の定義に

化し、 そのけi｝］ 合If，く〆て喝さ七さまバメ1,L：とり かかわる問題であるが、政治的決定の背後に物理！

,, ヒ；， 7か再度政治i品段に送入される ξ ＇・ ,, Yた 的強制）］の使用を予定、する ,i，＇；（：土， どの見解にも共

循環山過程カs考えられる 1 た，たここでは，入力・li1 .i!f!Lてし、ζ〉といえる。 こうした特性をも’〉政治的

りを要求お上ひ支持と政策または決定と cC 1: (, Jた－定に！主Ji車するJ若；舌z守J/l, 政i台的役，2吋または政i台

，ζζ） J Jでi土fふく C’ ＋：として ＜，.!¥Im《mtl乙’〉機能 t禽i圭｛、I》〈》litic‘ti吋1ru

カテゴリ一！（ 日hに｛t＜拠することに t.）にお上そ うLた特性をιたないい） 01.、の社会行手JH土，政

そうした政治過程♂｝ブしーム・了7』クかんノjミ［i;it,~: 治体応ljかん排除され，外部変数とみな~れる《 L 

AL戸、べ＇ ）泊ゐ山問題h、と仮説を提干したL'' （；‘ かし L、，＇）玄でもな L、ことであるが， 政治過程で

Almりndの機能力チコ IJーは，.）さのとおりでふ 夫11/j-~ ;/ L, 統 ｛tfヒ0;!lる利益i士時さ主さまた政治

体；Ill］外ぴ lf~境かん送人されど〉ものであることを妨

げパヤr 政治体；例外iニ，経済・文化・：＇t態等とレ

〈ミj

人 ）J決能

11) 政治的自会化と此治的,j!Jバ二i, politirnl ,w・i;tli・ ，／ニシス γムカ‘fr:{E十ふ勺 も九ろん、たとえばj~

zat川〕 a口rlrヒcru

121 利益υ）j毛明 Iintどrc,t 川 tれulatiりn: ［台f卒市iJIJ;lカhらぴ）干lj益のt毛防！もi司様f，二：存在：する今

1;3) 利蕊c.'J統 ft化 （i山＇rest刊以陀山tionj ’》さに、 政治休日jlj方、全体t:Lて存続十る条件：に

1; J立 ~ 1£ )J 

¥Environment: (Demands) 
政ィfi f字詰11 ( Decision i (Out puts) -

•.A l'olitiral Svs1em) ま／： （よ政再I f巽 fit 
人 ）: 1 n 

i Polici，国） (Environment) 
( Inputs , Sup1》ortI 

ノ’ i

I IC門町il¥ack: 
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ふれておかね： f，に（－， h'. ・, Eastりn；士，支持が送人 析丹JH±!tlし、ζ｛本市ljの異なる諸凶を比較すること

,': ,ltる二っし／）対象うすたわ九政治社会（political にi士、きわめて慎mでなければなるまし、 またこ

〔(Jfll！口Utllty）、政治市lj皮 1.regim山政府（回附rnnwnl) の問題と 1m連して，政治過程の分析に]ilj近代

山j；，ノリコ山（二時l寸一ろ態！主や意見の斉｛；－f'j：と行動す 近代 超近代といった上うな、 レわゆくム1!/JtHJ'1ill1

;:, {riJ ,, か，／）立忠、u;fr:YEが必要であ~：，と 4 心。 Lか 土特入すること lム；機能分析に時間的継起という

h二ソ） ' •• i泊；］ヅ）支持i上、 通常はきわ ιれて依故にIY--1 要ttlを：哩入ナることが可能かという理論的な問題

連 LてL、るとされゐが， /, 11では政仰の交代の要 を日ljにして七（1i121，体制の異なる諸凶をこうした

ぷ7):r1文;f,11,ljl主ぺ政，fr社会の{r続を也被：二.isとLL、 中Ji!C切ノシ二とにはli¥J越が多い？したかべて，！＇＼ Imけnd

れる 1二L、・.1 i L .－，ん＼むLん例外で，i/）＇’パ カヘレ 山政治的機能遂行内スケイルを比較するとめに弾

ずれにし lご I, 上j:£ した政治過院.~;j; ( fζ，1世主要出 入し／、二！＇arsonsとおhi！おのい、クーン変数jiこして

し，，発生iに この Lつの対象d八、ずれか；二社する支 t、 それがやづらかれ時間的継起を想定して｛史｝刊さ

J.'r :::, ，人わせることに／江んうけたとf上会主，t'lill'i山it j、口、るかぎり、 これを社会主義11~ cl)政治過程分

ふレ， 全体としく｛／｝政治体制山存続；こと，て決定 析に安易に適m宇ることは il午されなレであ人守、

ilJ tr.こと it、 こ山」 d ) （！）対象山菜Jえにあふ共産主L －！；述した政治過艇に，－）I.、てのフレーム・けーケ

('>t'旨噂に年Ij心人i(J >@lil：ャd立見日） i't {;-ttと喝 千二i f: J.J; ') L、て，士たはそれを？より t古街｛ヒするために、

到lするMC，ん、ぴ＇・自己目、が ｛[Yfすく》か行／！い？ とレうこ じI二のfodilを提1起することがつぎの課題であるひ

とであふl 以ト；二政治体制山維持を11¥J揺にするば ( l) 政治体制が継続的にその機能を遂行するた

あレit‘ J, Jパλこうした悦f{J/1.「〉で治、ふことを めには、人）Jニ /I'1力の均衡がなければならなレi

'1 ＇て -ts竺／こ＂ ' 之内ためにはゾjで tl主統的h入力のi圭入が必要で

Ji~ f去にltfi・ J -.~· ) j 1) > i CけAtff h んかしし＇） 1 t, rI-l01, あると l,iJ時 tこ， i也！； で ft( ／ことえば政l{f（こ上ノム） /J民

岨f'1l読んヘ人lrnondrJ）構造二機能ふり下jfノ t1ーィ 11；二ir高見合 ＇i・える/IUJが長期にわた 7 て／い、なん

民三いわA1;;, 1, c', i ：守，h C －干草山 J~Ji全世ll 論ピハ＇t:l山二 tr. /¥fl~jOJ安定が!Ill’｝~主 1l, ぺ〉β．ζit/i正命リυ＞w'i主

／ニ.'L ，.『Jでふ IJ、 し！こ／；＇；.J ご1:f二j殺能分十hυ〉一；／J志； iこL等＜ C 人）Jニ 111ブ）U).l勾｛亀J；守士， J:.j{襲.iO）みfどl自J題と

iニた ＇） もぴj

l土：号然に政i王i機能r}）普遍性が高ii提主＊！日、心ωで らなL、。しかし，現代のマス・デモケラシーとし、

ふるυ 士っし＼そ内かさりにtsL、て． 政治jfi.lむ，（二 ，たような政ifdt'-J.t犬批のもとによハ、てはラ ／，見b5.r}) 

J 山、 Cr/l上＂L'.J＇凶よヤ機能力テゴリー 7)・, 主とし 政治へω参与の拡大を図ることが不可欠の要件で

C 資本主義l主J,j:-担J主して作られたも山であること あるカ‘じ‘ そう Lたばあし、には入力と出力の絶対

生理由としご， これをF社会主義国山政治過程分析 M；合問題にしなければならなL、。 したがって入力

川ために使用十ζ）ことに挺義が出主れるとする ti: li'r )j の均衡は‘大量的均衡でなければならない j

,・, は， とれは、11た 1・.lなνとγええ〉けしか上、 本 i: い t .• ，，人）Jと／l¥力のJI.Jj告iit’必、すL1; f LO、υ） 

！幾Hちl,j十Jrし／ノ立j坊；よ’ :::_ ；／し均込J山象的．技Wi的 Ii.分th ‘｜！与，』

に片ど仁〆：， /J弘7り、 i本；¥jlJ11111) (/; ＇，、ノう、んろ：ど A' I'通1j .＇二 :: lよhL、》点》 ζ〉期限J< Hft~i'rJfこはそのときの状況

HJ 11Jli色・c'・J.ヨど j:rj長Lえ／ごとしくも‘ に f L ／こけ じよる） μわた， C, J': fドとしとVJ後jがとれてJ;
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ればよ」、。しかしそのばあいでも，入力に応じた

出力がたいときは，政治的社会化の強化と L、った

それを補う手段がとられなければなるまレ，，

(2) 利益の表明および統合化の機能とは，社会

に存在する多様な個別的・特殊的な利害関心を，

諸集団や政治体制の成員の共通の利害関心iこまで

高める機能を L与。利益の如何および干！Jli長の統合

化の機能を果たすものとして， Almond O）ばあい

イコール山W1係ではなし、としとも， そろ Lf二機能

の主たるにない手として、 それぞれ利益集出およ

び政党が考えられており， しかも西欧的な政治体

制においては， それぞれの機能がかなり明確に分

化してU、るとされる。しかし‘社会主義111のt土、あ

i, 、は事特！J＇夕、たる。少なくとも資本主義川におけ

るごとき複数の政党は事実上存在しないし，また

利益集団にしても制度化されていない利益集団は

公然とは有在しえない。したがって， 手I］｝；＇.関係集

団の利益の衣川機能の効率をよとの多元tt（ーとに

利益を表明する導管の数と競争による能率のt首選）によ

って確保寸ることは不ロI能でふる。 さんに利益の

表明と絞台（ヒロ）機能の仁な，，、手は明確にはいすさ

れていなし、。にもかかわらず，社会に存在する多

様な利益・要求等を表明し，統合化する集団およ

び組織がι｛Ei__ ' 作動することが，政治体制の安

定度を規定寸る重要なーつの要因であると考えて

よいであろう。

(3) あらゆる政治体制は． その文化様式と政治

的行動主体を絶えず再生産してゆく傾i何があると

され， それは広義の学習によって保証される。こ

うした政治的文化様式を学習する過程が，政治的

十土会化（politicalsociali副川Ill の過程と i；ばれる。

Easton仁よれば，それい｛体制の成員か、 WiI 1こ

政治的評価をなすとき使用しなければならない価

値基準につし、て唱 第 2にさまさまの政治問題に間

40 

する人々の感じ方について， 第3に体制の成員が

政治事象を認識し解釈する様式に！おして，若干び）

基礎的期待を共有してし、るということが，秩山あ

る政治体制の，生存能力にとって必須不可欠のも

の」だからである。 この過程で成員は，自己の政

治体制内での政治的役割に関する知識と， そALを

遂行する意欲を獲得する。 またカ hくして，成はに

政治体制に対する愛章者が定着するとき， その政袖

休日，l]f.t正統性を熊ねしたことにtc.るじ政治的社会

化の過程は，成員にとって生世続くものであり，

家族に始まり，学校，職場，情報機関，政府等に

よってその機能が遂行される。

山政治的機能は，すべてコ二コニケーシ，f/ 

によ，，て媒介されてし、る。したが，，て，上述した

政治的諸機能の遂行にとって， コミュニケーショ

ンが決定的な意味を有しており， そこでまた政I台

｛｛，骨，1

4丁と ;j）るか否カ込i－：カ迅かつている。 ところがコ二ュ

ニケーンョン機能の遂行の型と主体が， 逆にまた

特定の政治体需lj，ハ特徴を示すことになる。このiJ 

ふL，マス・メディ γの高度の発達にもかかわら

f，レわゆる［コミ 1 ニケーションの 2段の流れ」

とレった現象に注目せねばなるまい〔／J.1:J）。

山政治過位i士、 その背後に物理的強制力のfr

使交fこはその威嚇を夜、めているとしても， 強制（｝）

みによって正常な持続的再生産はできない。 した

がづて政治過程は、説得を通じて媒介的に統合

主れる象徴の相fl：修正過程（ブ fードノ〈ックのfl!')

藻過組）として把握されなければならない。かくて

象徴過程なる慨念を導入し， これを組織化の問舗

と[jif，；：、つけることに上って， レ;b{f組織の化｛i｛じ

とl、 た現象。〉解明がなされい、心。石田教岐に

よれば，象徴が認識的用法（simholicuse）において

機能す屯ることをやめて情動化してし、くばあい， そ
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uU,1) イi11 i V:、 1iif/V; .i:, 

匝 1[1jklにおける政治治む

し 政治体制の維持

'1 'i 1J共産党山政維の獲得は， ft , L C}i'c命ぴ）終

.fj ｛，：丘i成すく） i, lりではなく‘ む L7，ゾ‘日しクリア

：、しI），、ゲ仁シのもとでの社会二l.N革命のllH白{i

を，（｝：11,kJ るも山とよ~ J. l！こ。しかしな治主ら， .'1¥(,f)JJ支

記，U政怜をj袋持L, 新 L,, 'Ji女ifd本制:iうちたてた

i長にji'hA，れと〉変革は， この志Iiたにうちたてられ

／こ政治体制山総fc}:jf：前提とした変革であるから，

,'1止命政党内役',i,:,Jも革命前と決定的μ異なるものと

v、j）ね；Eなん hw、。 そうして、 こうし f二政th体；l,IJ

山維持品、革命政党内諜題にts..るにしヴι二rfて， 初め

て政治i品佳論よりする分析が意味をも J Jο 

そこでJt{1りjに、 l f1 [ct~ 山政治過程における入力と

/J¥ /J J）均衡と L .-) 問題元通ら・r;えることに 4るヲ 社

::': t義IFj V) i fあい， 共産 Ll¥itl：；会内実現とレう法

大hii十？？を Lt,, しかもそれに主心過私：点差不断の

め命円j/,¥¥f:'.lCt仁（ r_it(i'/c_C》tn、jうされるが‘ 三円

flJ)rclJ不正日；上ふ、上とノ ＼ 1L ノJ 1）γ ← i、山へう t

4' 
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ニーのもとで， ナなわち政治体制のわくの中で遂

わされねじ；＼；＇ j,;_ 1,、。ま／こそ 7であるかさ打、 少

／，；＿ くとも入）） 二 ,'Ii力の均検トト；( rtればなら j,;_＇・、

この均衡がなんらかの形で阻害（阻害要閣は以fの

政治的機能の分析でゆjらかにする〕されるときは，政

治体制のも杭,j'（占機に瀕1ふJ これは泊銭的には

共産党の指導に反対する勢）Jかむ頭し， i味｛！子山政

治体制を危機におとしいれることを意味ナるο I｜ I 

11 iで；土こ ζl :_ 1－ 今~＼力の台；iii ；上、 人民i勾i寺I¥J>f-1円の

ii.i'f味方のr,l]ciiつi'・/i守への転｛じc/)11Jtj

jしてL、るO なぜなら， 中闘ではすでに国民中革命

に賛成する人民が圧倒的多数を占め， ごく－・－背IIo > 

I :Z革命分子； E11[111の力では休；HI]をくつがえ Ii Eど

,I）力をも／：＼、！cいとされや：lトらである！

つぎに，入力＝出力の均衡は， 中国においても

大量的均衡でたければな tらないであろうコ ts.ぜな

＇，，社会主義佳哉は大衆 iニ依同ししてのみ 大衆を

動員してのみ可能だからである。 したがって勾ゆか

で入力を動員するための組織化（その洋納は利益の

夫明の項で述、u が行な;jI ;j L ふヴればなら＼午、旬、と

ともに， （也））－c.乞とえば経済的利益を胤lj・4・ るた

めに経済の主要な部分を凶家が掌握しなければな

らないであろう ο 社会主義凶家が，マス・デモケ

ノシーと現代千ヤノロジ －，＿！）文脈におし、ト.＇） み発

A，しえたとされるゆえんである；H5J。

し、ま一つの問題は， 入力と出力をある期聞を通

じて均衡させろという問題である。中国では開期

i'(J利益よ I) 1i H:期的利益を（長先主せ， 個人的な利

益よりも，集団の利益を優先させることが強調さ

れ， こうした観点に立って活動を行なうことが共

ほ主義的1¥.11:i円強度であと、と，＇.＇ ;Ji.,る。 こiLii ・ pま

I），将来のより大きな利益主えを予想しく， £Ji在

円利主主亨受を犠杵にすおどいう三とであわう（／：

んに経済的利益にとどまらなL、），し方通しこのばあい
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でも，将来に約束された利益の賦与を無限に引き

延ばすことはでさみヤし， また現在の利益享受を

犠牲に寸るにもおのずがら限度があるといわたけ

ればならないが， ともかくもこうした利益享受の

引き延ばしが行なわれる以上は， 何らかの形でこ

j1を被うための手F交がとられなければならなし、で

あう九そのために 方で入力の規制が行なわれ

るとf,i1時に， 他方で社会主義教育運動というよう

ん111C川政治的社会化の機能の強化が図られ乙二

と i~ h ／；川

2. 利益の表明と統合化

社会における多織な利益を表明し，統合化する

組織主には集団内｛f：｛＋：およびその11長！JIJ；政治体制

的安定に必要なことは，すでに述べたラそこでま

ず， 中ligにおいてどういう組織または集団がこう

した機能を遂行してし、るかを考えてみたい。中凶

i二j;tいとはあらゆる組織および集団が広義の制家

機構，，，.lfi）のうちに統台ぶれ， プ口レ廿リアート独

裁の道共とみなされている。民主諸党派，人民団

体と、、えども例外ごはなν。西欧資本主義諸！＇ El；こ

れける i；うに， 多数ω利益団体や政記が存在し、

利益円安明および統合化の機能さと巣たすといった

ばあヤとは：事情が異なる。この点についてAlmond

uっさレつように三寸てし、るoI全体主義政党は，社

会燐i丘／、浸透し党情構を通じて要求と主張を伝

達し，集積することによって利議を統合化する。

全然たろ利益の表明は、 比較的低い段階の当局に

たjす会個人的不＇ff-とLう最低レヘルでのみ許され

る。 二の水準以上では利益の表明と統合化は潜在

的であり，隠れているJ（山7）と。それにしても，

すへくの個人おk♂集団が凶家機構のもとに統台

化.＇：＇.hごいる社会主義国におい－cは，利益の表191

と統A-化の機能は， t-分化のままに各レベルの組

織を通じて遂行されるといえよう。 この機能の遂
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Lかも中！Iiiにおいyくを期待できなb、であろう。｜司家1：繁行のばあいにみられるいま一つの特徴は，

こうした機能は向然発生的な趨勢にゆどねら
F 戸、、、これらの除隊！ゃ団体をi!主関または人民団体等と，

れるよりも意識的な上からのコントロールに服す

る而が強L、（もちろんNi芝問題ではあるが）。反革命

分子に対する独裁の実施と人民に対する利益賦与

じて網の目のように張りめぐらされている共産党

この機能がの組織というこ J げ）ルート士通じて．

こうした組織状況遂行されるということであるο

の一端をつぎ仁問示しょ η 利益の表明および統合化に吋すぴ）,JIき延ばしが，

(,;, kl,l,rlj!Jを余儀なくさせるからである。

社会主義革命は革命理論と革

しかもそ;jt,

のみにとどまらず、
党と政府機関との関係

共産党こそ法人(,tJJI支’~lなくしごは玉f~11f能であり．

民の Il良の利益」をいわば先取りして革命を指導（；｜；；；丸山）

上かん山コンするものであるとい－ , Iニ文思表かん，

それも共産党の組織を通じてのコントト！コール，
'(j・，，・，申｝， , 1；・l’Iifil'. 

，．．，ー
ら仏 :;.: ! ! :;, 

上述した多元口一ルは不可避であるc それでは‘();ff:f(1iJ) 
行；： i、る機能の効率f!t':J1Eに代わるものは何カaとい

それは中国共産党のあらゆる活動の根本原えば，

(・T:if:.f ()jJ) 
共産党をWh：ふるとされる［大衆路線j であり，

［民合むすべての組織・機関の組織原則とされる

大衆路線もっとも，J"集 111制J（ハJJ；（員IJであ九う。

それ大衆の話：見をH'.:411；，集約し，山 1：作方法iJ, 

それを大衆のなかに基づ，，、て政策決定を行なし、，

干

」〈、＃i必するという 3段階を含むものとすALIf, 

フ

ラ乙

，
 

ー，d
J
J
J
 

H
n
M
 

l
 

すなわち入力，れは政治過程の；i段階，

しカ込 L,

か人民の l兵山利益j を先取りするといった論理

構造か仏大衆の意見を集約する過程に特に注目

I. j二L、。

十一ド・ノくノけこみあう七のである。

~]
un ノ人i:IJは指令系統を討す。 Lf、がっ心不lj／.与 J) 

ぷ1r1Jt. Jぴ統i守11:,I，矢口1 【i)ι)j Ji,]( i ,1ノJι って:j! ![ i ) 

れると i＇；えて Lいぜであ7,"i 0 なれ拡,iJ，.、ばあし（，［＇
都市{l:J（は肘t＼；委員会および！心1-1'.小網lに組織され， f_lj

i佐弁事処と党委 l'l.5王（ま t・ はマ.＂，flu〕作J母と民俗r，－ ’予

け .o~ r 1'. l lUJt, N兆1謡，「W!I；守川合i竣，L・1:・ 11,；委員＇， ，，’ 
些｛j.,ふl‘『l改／｝；／，If｝＇』， No.:c:, 1962；ドμ目、（）。

ノI:1'1': 隊
,¥Jilt寄付；，

一方で大衆の真の意見を知るここでの問題は，

そし亡また大衆の創意と自発性を喚起し／；こめに，ーザじこ関する似利益山表明むよu統合fL c.i）機能

大衆に十分な発言の機て大衆を動員するために，これらの機能念遂行する複数説で述へたように，

他方では，政治過程の全会を与えることであり，機能の利益集団や政党が存在することの意味は，

i本としてのバランスを総持するために入力をコン，：－な才） t）多数のj持1'1；’ぷ存在； ;:, の効，rを多元什‘

そのためにまた党の指導性を卜口ールすること，またそれらの聞で相立に競争が行なわれること，

じ沢東仁 k~ lノ1:r,m草寺：方法

一般と個別を結びつけ
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k パ、て留意すべきぷは，

｛北’｛民することであるけことに上，，てr:':i;,h ；：，ご土ができるこしにあるい

中UiJ(I）集ljJや組織にういりた；意味での多元性は，
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ること（骨院l)(Jな呼びかけと似l)IJ的な指特とを結びつ

ける方法）と，指；持よ大衆を結びつけるこよでA勺

心一こ 1した観点カ＇（， ，中11J共産党の指導方法に引

いていくつかの特徴が指摘できる。まず， J.Lewi;; 

によれば，「大衆路線概念の特質は，厳格な指導原

}ljl ( opl' ration川 prir1c・ipies) .J ＞限界内での状況に応L

た柔軟性とい汁珂者のバランスにある」（/118），一例

をあげれば， r北京週報』 1964年第 2分の「教育事

業を発出させゐ“ゴ本足で歩くい方針 i主、統－

t'l：と多体性を村び♂ Ji:tる原則をおげ， その純一目

標が「社会主義的自覚をもった教養のある勤労者

を養成寸るこ＇－ Jにあろことを吋らιAtこす己と：

,, lこ， 三の統命日開のも土で学技を粍営する形式

が， きわめて多岐にわたることを指摘している。

乙だし，一般的な政策や指示であっご＇！，， ミれr,

); ，普遍（i(Jな制：任研究に基／ jく(J）みな人仁 L、わゆ

る［典型調査jとよばれる方法による共体例の轍

絡な調査をもふまえ之もじノである点が指摘されれ

けれれ,Ir,らl.： ィ、。まに，取れiに応じた柔軟性につL、

ても， 各級の指導幹部によって自由裁量の余地が

兵なるであろウ UU9）。大。衆のぷ見び｝集約の過訟

: ~ j主 ~I iれtf 、す，、て（／Jj同人を小集｜、Jj；こ組織して

（ととえば人民公社における生誕｜欲工業企業における

生産小組，都市の）計上t委員会の逗悦〕，そこで徹底的な

高論をhなわせる（大鳴大枚）とともに‘議論の子

ーマをしぼ旬、 会議におし、ては常に先遣分子が士

れをリードし， 中間分子を味方にひき入れること

によ円て右がな子を｛瓜立させ， がくて党の指導t'l

が確保される｝ し治、もこ山大衆ω意見の集約の過

程は， 単に雑多な意見を組織化するだけでなく，

,;,'2によ，て集凡され／こ意見を人it白」干の意見にミた

える過私Iが， 特に重視されなりばな「》 j正レι そめ

；なn,tで、震要なのは， 活関組織における党員才ikび

料、前I・／＞果た 1役割であ」（こ山ぷに， ，：、 ζ；； J ミl

44 

tケーションのIjJで詳述する）。かくて，大衆の自発

性と党の指弱性を巧みに結びつける上で， 主u言組

織における工作が特に重視される必要がある。 こ

の工作が成功祖に遂行されるばあいは， 基層組織

以上。）各レヘルでの諸決定・決議が満場一致iこよ

り採択主れうこと；.t' け＇）して k衆の意思、の不{E

を示すものではなくて， 統合化された大衆の意思

の確認を示すものであろう。と斗ろで，先に利益の

お対む上び統（＇，化の機能か、 党総織と国家機関，

人民団体等のてっのルートを通じて遂行されると

したが，この点をいま少し掘り下げてみたし、。 ま

J辻会主義的民主々義を丈令現するためには， 広秘

f仁人民大衆の国家管理への参加がなければならな

し、。同時にまた社会主義的中央集権主義の原則に

};lづしぺ， 出家機関は上級および下級の間では，Ji;

民的な絞属f¥l,J係にあるひとL:集＇1-,:1,u cf)});•: [lij)。人民大

衆の利益の表明および統合化はこうした機関を通

じて行なわれる。 この場合，党組織がこれ，・，の国

家機関にと円て代わることができなャこと （t¥,、う

までもit.I,、。しかし，本来民主集中制は， f出家意

ぶの形成やWif-i・のための子続きあるいは方法の別

組で‘あ Jて，その内容の問題，つまりラ国家の階級

iYJ：本質の問題， 国家権力をどの階級が掌握してい

心か，との階級が指導し工ヤるかの問題とは， 問

題それ1・1体としてi"'Jj!Jしうるし、 また区別しなけ

ればならなし、」（／J20）とされる。そこで，形式とし

ての民主集中制は， 内容としてのプ口レタリアー

ト独裁， したがって共産党の凶家的指導と結びつ

けられねばならなャわけである。共産党の国家機

関に対する指導について，利益の表明およひ統合

｛ヒと σ）文脈む汚！惹しなければた ，， ts.,、のは， 国家

機閣の主要ポストを覚員で占めてし、るととと， 凶

家機関内に党組織が対応的に設置されていること

i二よ円 Cl説家機関i二お付る利益山表i列およひ統合
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fヒの過程が、 そのまま党組織に反映するというこ

とである したが，，て. l忌家機関と定組織とレう

てつの＇ oートが， 利益の表IIJiお上び統合化の機能

企ムト｝て Tr：に践争ナ；：，とい v JたWH系に！n、こと

（仁 LI う七ても t，： い J むしろ E;; JI: tすにはラ手ll1,/i:

し＇）去印｜才 j上υ統「「（ヒ山機能を遂行一1－る111家機関や

人J'('J!j体という i尊官山各レ， 、，，で， 入力；必Y11のた

め l乃ノ、，，フハ機能企県たすのが！主産党組織である

とL、え k守，

中｜斗；こj〕（「ど〉利益，T)1ミIIJJJ_;t c;qdc{Hヒ，！）]!]',¥,f:'i.；ご

.t j；十石問題：，＇.，；，い 同で人民大衆じり f'I脅｛？を発品F

足を与えるi'll力と相まって，政治体制の安定を保

証ナるり中間においてもこうした意味での政治的

託会化が必要なことはいう支でもないであろうり

しかし， ti：会主義Itてl，ごと iこq1!Jl!fこ才JL、どH支If,d 
， 
I 句

？！：合イヒのi品f呈が特に）食視さJtfιけhばな i司，hL、ぴ

it. 先に指J潟したごとく， 入力・ IIげ］（｝）文脈かん

、｝ぐ‘共産主義十i会の実現と L寸将来ω遠大な

11原のために現存の利益享受が犠牲に 3れなけれ

ばなんす二 そのために入力のコントロール土並ん

で強力な政治的社会化が立識的にわ二Ii..われなけれ

ばならない、 とい.'t二理由による J それで：.tこう

させと／ために、 ii］能なかぎり向山な宜忠山氏l町内 した，意味をもっ政治的社会化が， 中国にJ;5L、てH

械会を与えることであり‘ ｛直面で入：々をコ／ト ／1 体的にどの上うに遂行されているかを， つぎにみ

-•l- jるために北山指導性を f唯一保する二とにあ之、 心ことにしよう

こと、 をしてこ ！） 二.・，の側出ーがどのように結び， ) 政治的什会化ti, t！：会の成民が成長のi副主で無

けられて＇， ' -7'.1かに，－）＇・、て［：に述＼た｝ Lかし宅二 立識的にその社会の伝統的な文化様式を予行与する

の指導 と「「1発jij:,l）尊追 が：.f,fi守すふことは ことと、国家や社会が白人の政治体制維持に資す

下、 ~I 1_でむなL、っし t三t,，ミ～て， その時ヶの状況に るために，その政治的目標，政治的評価のための

（；じて司ある＇. ・ih'tCll 指噂J（叶側面か強調さ jl, 11lli値基準：ー 政治的現象を認識し解釈する儀式等を

ふるしは大衆の！日発性の尊重｜が強調されるこ 立識的にfi究員に注入十ることとの、 二つ円過f'r＇を

とにたる 主た irn，尊！の｛！（リ而の強：i尉；仁 は（々 に jjflじて行なわれらわたとし， 後者のはあい、特定

して党員や幹部の官僚主義、 セケト主義、 t童話主 内政治体制における政治集1"11の｜習に， L、くつカ.Cl) 

誌等を＋引くことにな［）司戸整民運動 を通じてその け金 Lた見解が存在しうる。しかし政治体制が全

矯正が「足］ f,,/¥なければならないこどに ιたるが、 体として存続しうるためには， 対立せる見解の間

三れは，）ト川l支出的社会｛ヒの問題ど 11li墜す心｝ にも何「〉かの共通の基盤がなければなん 7il、であ

3 政治的社会化 ろう r 中間のばあL、ι 政治的社会化がこのこっ

先にi主ノ、F二工うに市 あ人ルる政治f本制i土内らを のi品む：をjffiじて行なわjtることには違L、l土hu、》

紺J.'fjるためのi直rtど統fわりj／，品h'iこt八、亡、絶え しかLそ三では， jj(j者による政治以Jtl会化（tji¥JdJ

ずその丈fヒ段式ど行革／J主体を 1LJl↓：P1:L たければた けは、どわんjl、 後許に kるそれが圧倒的le俊f止をi'i

,・, tr. l、 ：＝－ 、・！，ために；れ、かt;.，：：，社会にjj L、て点、 めるけ

.0:，；哉的だろそ4県立政（ti］！こるとを1/;J.l，す、 名A'A I ；）；、 111111共産党が保Ji!している政治（ドバト会イヒ（／）方法

なかJL, 家族・’下校・級以・政府守による？士会の (t、ふろ L、は社会主義教育運動であり。 あるし、it 

成日に対寸之、学子守， 一！ーなわ九政治的社会｛ヒヵ‘行fょ 警i民運動であり‘ また一般的に政治思想、工作とも

われたけれ：ft;. （＇たい！政治i't'Ji'!：主化； t,1&.Gに；tl.i i；ばれるが， U、ずれにしてもマルクス・レ一二ン

4ラ
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主義， 毛沢東主義の学習運動を通じて， プロレタ

IIアートの観lム共産主義的作風（生活動むを身

につけようとすろものであろ点に変わりはなレc

それはまた，社会の全成員のブルジョア的観点か

らヅロレダリアートの観点への転換という個人の

ぷ識のレベルでの転換を通ヒて、 これが＇l:産関係

(I）変革を和まって， プロレタ IJアートの問におけ

る観念的に想定された「あるべき利害の一致」を

現実のものど；， Iめようとするれのであ ；:iu Lた

がって，そのためには過よイJL、，）さいのj寸建的・

ヅルジョア的観点や文化様式は，徹底的に111荷さ

れなければならなし、であろう。 また成員の成長過

往を， こうし た過去の文化係式の影響のもとに放

;r.:することは市きれないであんう。少なくと L理

想的には， 各個人の政治的杜会イヒは，すべて共産

党の統一的な指導のもとにおかれなければならな

しのである

ところで， ょのように徽庇した政治的社会化を

窓図する中間の政治思想、工作の方法を， いま少し

貝体的に検;nしてみよう。 Eずこうした政治思想

工作が， '"7le,クス・レ一二ン主義， 毛沢東主菜の

理論的な学習と同時に， 肉体労働・生産労働と結

びつけられなければならないとされる点に， すく

れて中国的特色を見いだすことができる それは

十なわち， 肉体労働に参加「る三とによ弓労働観

の転換（“労働は光栄，労働しないのは恥”）を軸と

して，世界観の転換を行なおうとするものである。

二とにそhi！ 汁11}常肉体労働力道九離れてヤ，~，,;,・2 t iや

幹部のぱあいl士、 そのことによって初め一c－.， ロレ

ダリアートの前衛としての役割を果たしうるもの

とされる。 止はや幹部が i年のうちの、づEのH数

を肉体労働にさま/Jnするために資すことは， 19:17竿

以来制度化されている。また一般大衆に対する政

治思想、工作で注目されなければならないのは， い
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わゆる労働模範ないしは共産主義的人間像のモデ

ルを通じて， それへの大衆の共鳴を通じて大衆自

身の内己改造が期待されている点である。 もちん

ん，政治思想、工作に強制や褒賞が伴わないという

のではないが， それらに依存する度合いが大きけ

れば大きし、ほど， 政治的社会イとが十分に成功して

いるとはいえなし、であろう。党は絶えず先進的I;_

模範を意識的に作りださなければならない。 さら

に政治懸想工作社貝体的な政策の実施や生産活動

と村山、つけて展開されるために， 人民内部の矛rn
を正しく解決する方法によって行なわれなければ

ならない。大衆はそれぞれ自己の属する集団にお

かと活発な議論をたたかわせるが， そこでの討論

付レ，わゆる「批判と日己批判j，「団結 批判

団結」（問結への願望から出発L，批判または闘争を通

じて是非を明らかにし，新たな某礎の上に新たな団結に

透す乙）といった方法で、ある。しかし，階級の敵

にけナる強制に上る思想、工作を妨げるものではな

い。集団内での討論のほかにも，大学報（一種の

砲で新聞）といった独特の方法もみられる。

以上に述べたような社会の全成員に対する徹底

的な政治的社会化は， 中国共産党の政治権力を背

既にして初めて可能である。 この政治権力を背景

仁、 政治的社会化のために全成長の動員と組織化

が同られる。むろん、そのために学校や職場の組

織が利用されるが， それと同時に各基層組織での

理論学曹の指導員が特別に養成され，配置され

る（iF21 れ

政治的社会化It, 将来の革命を指導する継承古

の養成を意図するものである。革命の継承者は，

ーかε；t急激な革命の進展に適応する能力が要求

主れる E同時に， 他方ではあくまでも既存の政治

体制を擁護し，維持する能力が要求される。この

両者の関係は，政治体制を維持することで初めて



革命の推進が可能であるとし、う論理で説明される

が， それにもかかわらず両者の聞の矛盾，緊張は

不可避であろう。ただし，中国においては革命の継

承者の選択に際して，政治体制維持がことに強調

されているようにみえる。継承者の選択にあたっ

て今なおその出身階級をことさら重視するとと，

継承者の教育において「延安作風jの学習と「四

史」による教育〔村史，公社史，：Iて場史，家史）が強

調されることに，ごれをみるととができ上ろの

4. 政治的コミュニケーション

中国における政治的コミュニケーションを特徴

づけるものは， なんといっても共産党によるコミ

ュニケーシヲン手段の独占ということであろう。

とのことによって， 党は入力のコントロールを行

なうと同時に，成員に対する強力な政治的社会化

を可能にする。したがって，手I］援の表明および統

合化の過程と政治的社会化の過程を， コミュニケ

ーションの観点、から考察するとをもできる。 しか

しここでは，重複を避けて， 主として党のコミュ

コケーション手段の独占の意味， コミュニケーシ

ョンの通路と手段の問題に限定して説明したい。

インケルスによれば併22），共産党がコミュニケ

ーションに対する責任と統制を党の手中に収めな

ければなムない理由には， ボリシェヴィキの理論

からして，消梅的と積極的の二つがある。つま

り， 党によるコミュニケーション統制の欠如がフ

ヴォスチズム，すなわち「尻尾主義lを導くとい

うことと，あらゆる社会制度はその制度の活動舞

台である社会がめざしている目標を達成するよろ

に， 調整され利用されなければならず，したがっ

て公共的コミュニケーションは社会の価値を維持

し， その目標達成に寄与するように組織されなけ

ればならないこと。後者の理由を簡単にいえば，

公共的コミュニケーションが， 政治的社会イヒのた

めに利用されなければ‘ならないということであろ

う。前者の理由は，革命は党が人民の「真の利益」

を先取りして， 人民大衆を指導することによって

初めて可能であり， 単なる大衆追随，状況追随は

許さるべきでないということであろう。そのため

にはコミュニケーション手段を党の手中に握って

おかなければならない。

こうした目的を有する党のコミュニケーション

手段の独占は， また党のコミュニケーション通路

の完全な組織化をも要請する。党中央の政策を末

端まで混乱なく周知徹底させるためには， そうし

た組織化は不可欠であろう。 さらに，このことは

7 ルキシズムの理論の解釈権の党中央の独占・をも

意味する。中共中央宣伝部は，つぎの三つのコミ

ュ二ケーションの通路を持つ。各級の党の宣伝部

門，政府機関（文化部，教育部等〕，人民団体がそれ

である。しかし， これらの通路がいずれも党の統

一的な指導のもとにあるととはいうまでもなかろ

う。党と政府機関との関係については， 先にも若

干ふれておいたが， 特に党の政策の伝達の面に注

目するならば，「党の決議，決定等には，国家機関

の活動の性格と方向を規制するところの， 党の基

本的な方針，政策が提示されている。それは，国

家の基本的な政治方針，政策ないしは活動方向を

事実上規定するものではあるが， もちろん国家機

関に向かつて， 直接に発せられるのではなく，悶

家機関内の党組織と党員に対して発せられるので

ある。党は党の宣伝活動と国家機関内の党組織と

党員の活動を通じて， 党の政策，方針を国家機関

に受けし、れさせ， それを国家の政策方針に変えさ

せるよう努力することによって， 自己の指導役割

を実現するj(/123）ことになる。

共産党は新聞，ラジオはいうにおよばず， 芸術

および文学，映画等，およそ利用しうるかぎりのコ
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ミュ斗ケーション手段をすべて利用する。 一二二で

注目しなければな九なし、のは司 中医iにおいごマス

• / "f-＇ィ7と司tんで対面関係（face-to-fa,-e陀 lationl

によるコモュニケーションが会わめて監視きれる

｝，＇，（であるの政治的社会化のために小集問内での議

論が有効なこと， また「労働模範Jの果たす役割

等k＞〕L、ては寸で仁述へた。 υうまでιな〈 こ

れ心は対面i関係にtるコ二ュ τケーシー／機能を

巧みに利用したものであ乙。ボ，なかでも重要な

のは‘ 多数のもっぱら理論学閣の指導や宣伝に従

事するものの存在である。先に掲げた梨、龍江省の

理論学習運動の例によると，農村人民公約一と以前人

以上の工場の jべてが専任の理論工作民を配慢す

べき三と、 さらに公？土や企業のみたら子公約：管理

区（生産大隊）や工場の職場（車問〕で，党員等を

中心にマルクス・レーニン主義学習のための教研

室または教研組を設立すべきであると L寸。 こう

した理論学習の指著者か，理論学有の指導と同時

に党の宣伝活動に従事すみことはし、う tで点なカ3

ろう 1注24' イ／ケルス』土r1頭店動の役',i;:iJとして，

つぎの7項目をあげてし、る（注25）。（1）コ全ュニケー

ション・メディアの達しうる範囲の拡大および改

良，（2）グループー扇動，（3）党と人間との問に重要な

人間的粋を渡すこと，｛4）党の政策に対する民衆の

反応を直接にをけ Eめる標的として‘｛日扇動内容

のずiii支の分化を可能にし、 ある地方にi;i;J有マ緊急

な問題に力を集中すること，（6）個々人に対する働

きかけ，（7）地方扇動者は党に対して民衆の態度や

精神状態についてたえず情報を提供すること。た

どし，中田におけろ口頭扇動の意義ぽ， r.u今に力11

う乙に中llei社会の絞i隼性に由来するマス・ l，－；： ィ

ア，／〕未発注， 教育木準のfg;いさとをこれによ〆Bて

カパーするといった面のあることを忘れてはなる

：主L、。
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5. 致治体制内での変革

中同共産党の見地からすれば， 資本主義社会か

ら共産主義社会へ至るためには， 非常に長期にわ

たる悶難な闘争を経なければなムない。そのため

には経済閣での変革と並んで， 思想の面でも徹底

的な変革が必要であ ：；：－， とされる。そうしてこうし

た変不を， いわゆる！連続革命j の理論に基／川、

ご共産党は不断に提起しなければならない。 ;i'!1J少

だによれば，それは「時期をたがえずに，新しし、

革命の任務を提起して， 人民大衆の革命闘争を中

途で停滞させず， 人民大衆の革命的情熱を革命の

中断によって冷却させず， 党および国家の工作員

にこれまでの成果に満足Lて， おご ＇） た気嵐を起

こさせなb、ためにJW26）必要なのである。これは

また認識論の見地からすれば，社会主義社会に意

識的に「非常の際Jをつくりだすことによって，

権力の思想即民衆の思想、とし、った状況をつくりだ

そうとするものであろう c こうした状況が失われ

るときは， 社会主義社会もまた保守化せざるをえ

しかしここでの課題は， この問題を政治過程と

してL、かにとらえるかというミとである。まず，

ζ うした問題か意識に上るのは， 既に尊命勢力が

権力を掌併して， 自らの政治体制維持が課題とな

る時点におL、てであることを指摘しておかなけれ

ばなムない。そこでは，反体制的な組織化行動と

そのイデオロギーの聞にみられた「実質的な利益

と神話との幸福な調和jは存在しない（／！＿27)0 入力

のコントロールが要請され， 社会主義教育が強調

主れ乃の仁、 三のこ Eを前提にしての話にほかな

じなL、。したが 7 て、そ±での象徴操作は， 現実

に賦与される利益と期待された利益との聞のギャ

ップを埋めることを意図して行なわれる。 ところ

で， いわゆる社会主義社会の保守化の問題を政治
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］益出として芳察するに際しては， イたに簡単にふれ

ておし、た石田教授の「組織の風化 lの問題につv、

て山見解にーペの手が iJ• りを求める二とができる

であんーんそこでは【紹織の風化lを阻止するため

には。「組織内における象徴化の過程が不断・無限

内i，のである三とが要求される卜そして象徴過程

が不断・無限であるための条件として， ーに戸

度形成された組織内象徴体系が u自己を主体化一計

二三と刊を押え、パ絶品t1ヒ 5:- 拐しぺ“！？！己干~l格化

そくり ！.1、えし相対化ナろ’どい九三ど［であり，

L、：l::一つは「一度でき私が，｝た象徴体系を持つ組

織内部で＼ 異質的たものを意議fヒすると去 にj：～

て象徴体系の内印か r'1相対化していく ifあい！万；

ふif人れてLI ろ（（ 2肘しそうして「人l＇＼；内部 ＼en矛店‘『

の確認、とレった内部的異質性の発見・ :ht！出力；’ 象

徴過程の停滞化を防L、できているど竺 ;Jlる。がそ

れと同時に‘ 上述した上ろに絶えず新たな革命の

任務を提起寸ることに _t－，て、 絶えず総織R的の

再確認（象徴♂〕，rni設が］f号法におL、ての機能）がなされ，

てしろてとを指摘Lでおかわittrるでt' '" 

6. 出力機能

社会主義同におL、て；士、 徹底した人民主権j：義

に， [I］家機構に問する原理の特質を見いだすこ土

ができる。したが y て‘ 三れは権力分立侍IJ土1i:矛

f百十る土 めとされる し力、し機能分析のな場カミ （，

する問題i士、 権力の分立の問題ではたくて，現実

に法令の作成，法？？の適肘τ 法令の寄査と L、ず｝た

機能ぴ）分化全社会主義同のばあL、に，iB,Y）うる力‘否

カ＝といヨことと‘ そうした機能分化合認めうる土

して句 はた Lてi'li}j機能としてそのよらな機能の

日分が妥当であるかということにあるι i、iii者のJ

にd 刊、で二れを認める＝と；土何（， さL〆＞カ通え九.，.. 、

であろう O そして守 社会主義同におけるそうした

機能分化に J川、て、 いくつかの特徴を指摘できる

かもしれない fたとえば「裁判における大衆路線、 l）。

Lかし， 中国における政治体制を資本主義国にお

けるそれに比較したばあい， 上り著しい特徴を示

すのは出力機能よりも入力機能のほうであろう。

後者の点につし、ては、 出力機能をこうした三権分

立l掛か人導出された機能に区分すること自体に疑

問があると去は， 既に述べたところである。また

利孫賦与の形式， すなわち先に指摘した長期的利

益、集団的利益の優先と L、／！た点に注目する必要

があるかもしれないが， これらの問題の究明には

後日を期したいc
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